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熊本リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施 しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 あiと一,7

研究課題名
回復期 リハビリテーション病棟に入院した大腿骨近位部骨折患者と

脊椎椎体骨折患者における体組成プロファイルの比較

当院の研究責任者
所属 :サルコペニア・栄養支援センター 職名 :薬剤師 氏名 :松本彩
力日

他の研究機関及び各施設の

研究責任者
な し

本研究の目的

旋弱lL曾子片は史場による日冨生府動1年のl氏 卜が妥介護状悪にE福する疾患である。なかでも育

椎椎体骨折と大腿骨近位部骨折は回復期 リハビリテーション病棟でよく遭遇する疾患である

が、両疾患における体組成プロファイルの差異については十分に明らかでない。そこで本研究

では回復期病棟の脆弱性骨折患者を対象に、体組成プロファイルを比較することを目的とす

る。また探索的にサルコペニアやサルコペニア肥満と退院時の日常生活動作との関連について

検証する。

調査データ概要期間 2022 年 1 月 2023 年  12 月予定

研究の方法

○対象となる患者様
対象 :回復期リハビリテーション病棟へ入院した脊椎椎体骨折患者および大腿骨近

位部骨折患者

方法 :骨折型別に体組成測定値を比較し、さらに退院時の日常生活動作との関連に

ついて交絡因子を調整した多変量解析を実施する。

○利用する情報/項目

年齢、性別、身長、体重、体組成測定値、既往歴、病前の日常生活動作レベ

ル、食事摂取量、骨折型、機能的自立度評価法、在院日数など

個人情報の取 り扱い
個人情報は匿名化したうえで解析を行う。個人を直接特定できる情

報は使用せず、外部に漏洩しないよう適切に管理する。

試料/情報の他の研究機関への

提供及び提供方法
な し

利益相反 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本 リハビリテーション病院

096-232-3111(代 表) 担当者
薬剤師

松本彩加

備考
研究に同意 しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱い

を受けることはありません。


